
三重県における栄養塩類管理の取組

三重県環境生活部環境共生局 大気・水環境課

水谷 彼方

○河川BOD ：H17以降90％以上達成
○海域COD ：近年改善傾向
○海域全窒素・全りん ：近年すべての水域で100％を達成

三重県における環境基準の達成状況
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伊勢湾沿岸クロノリ漁場の溶存態窒素の月別平均濃度の変化

【出典：国分ら 2019 ⼟⽊学会論⽂集】
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アサリ ：1.4万トン（1980年）→8トン（2018年）

クロノリ ：近年色落ちの増加と早期化

イカナゴ ：資源量減少により2016年から禁漁

各漁場における，低品質ノリ枚数の割合の変化 伊勢湾（三重県側）の漁獲量 農林水産統計
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海域への栄養塩類供給の要望が近年増加（2016年以降）

低質良質

【伊勢湾の主要魚種】

（国分ら2019）

アサリ
底⽣⿂類

伊勢湾の漁獲量の変化（生物生産性）
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従来の汚濁負荷の「削減」から
総合的な「水環境管理」への新たな方向性の導入

環境生活部

農林水産部

県土整備部

きれいで豊かな
伊勢湾の再生

（1）総量規制基準の改定

（２）下水処理場の栄養塩類管理運転の試行と

その効果の検証

（３）調査研究の推進と科学的知見の集積 ・活用

（４）藻場、干潟及び浅場の保全･再生等の推進

環境基準の達成と生物生産性・生物多様性とが調和・両立した
「きれいで豊かな海（伊勢湾）」の実現を目指し、令和４年10
月に三重県第９次水質総量削減計画を策定

国・省庁

市民・NPO

大学・研究
機関

第９次水質総量削減計画（三重県）の策定

5

Ⅳ

名古屋港

Ⅳ
Ⅲ

Ⅱ

□クロノリ漁場

南部浄化
センター

伊勢湾

松阪浄化
センター

宮川浄化
センター

雲出川左岸
浄化センター

志登茂川
浄化センター

北部
浄化センター

0

1000

2000

3000

4000

Ⅳ類型 Ⅲ類型 Ⅱ類型

TN
発

⽣
負

荷
量

（
kg

/⽇
） ⼯場・事業場 流域下⽔道

0

100

200

300

400

Ⅳ類型 Ⅲ類型 Ⅱ類型

TP
発

⽣
負

荷
量

（
kg

/⽇
） ⼯場・事業場 流域下⽔道

20.4％

42.2％

45.8％

29.9％

50.9％
38.8％

全窒素

全りん
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ⅡⅢ類型海域では，発⽣負荷量に占める流域下⽔処理場の割合が⾼い

伊勢湾三重県沿岸域における類型別の発生負荷量（産業系）の特徴
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下水処理場の栄養塩類管理運転がより柔軟に実施できるよう、

①窒素、りんの削減目標量の見直し

②下水道業の基準値を、国が定めた範囲の上限となるよう見直し

国の範囲 国の範囲
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①削減目標量の見直し ②下水道業の基準値の見直し（例：高度処理施設を有する下水処理場）

改定前 改定前

【R5負荷量実績】COD21.6ｔ/⽇ 窒素20.6ｔ/⽇ りん1.53ｔ/⽇

（１）総量規制基準の改定（R4.11～）

7

公的機関が管理する下水処理場において
①基準内で窒素、りんを排出する栄養塩類管理運転の調査と試行

期間は10～３月

②環境生活部、農林水産部、県土整備部の連携による、効果の検証

H30～ 雲出川左岸浄化センターにおいて、放流基準範囲内で
りんを適正濃度にコントロールするための調査・研究を開始

R元～ 雲出川左岸浄化センターにおいて、放流基準範囲内で
窒素を適正濃度にコントロールするための調査・研究を開始

R03～ 改定前の基準内で栄養塩類管理運転（りん）の試行を開始
（ ＠北部、南部、松阪、宮川浄化センター）※雲出川左岸は窒素の調査

R0４～ 改定後の基準内で栄養塩類管理運転（りんの試行、窒素の調査）を開始
（＠北部、南部、雲出川左岸、松阪、宮川浄化センター）

R0５～ 改定後の基準内で栄養塩類管理運転（りんの試行、窒素の調査）を継続
（＠北部、南部、雲出川左岸、松阪、宮川浄化センター）

R0６～ 改定後の基準内で栄養塩類管理運転（りん、窒素の試行）を継続
（＠北部、南部、雲出川左岸、松阪、宮川浄化センター）

りん、窒素の調査を開始（＠志登茂）

検証結果をもとに今後の施策等にフィードバックしていく
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②リンの管理運転：凝集剤（PAC）の注入量を管理することにより、リン濃度をコントロール
凝集剤の注入量を低減させることで、リン除去を抑制

①窒素の管理運転：無酸素層への循環量を管理することにより、窒素濃度をコントロール
循環量を減らすことで窒素除去を抑制
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（２）下水処理場の栄養塩類管理運転の試行とその効果の検証
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（２）下水処理場の栄養塩類管理運転の試行とその効果の検証
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１⽇当たりの
増加量

令和５年度
（10〜3⽉）

平成30年度
（10〜3⽉）リン

排出量 0.1t/⽇42.9t25.3t

リン排出量（t/日）※前年度実績

栄養塩類管理運転の効果把握（R４～）

【流域下水処理場の周辺海域における水質等の調査】
○南部浄化センター、宮川浄化センター周辺海域で水質、

植物プランクトン、動物プランクトン、底生生物調査
○効果を予測・検証する数値シミュレーションの開発

【R4結果（概要）等】
○令和4、5年度10月～3月まで、南部および宮川

浄化センター周辺海域において調査を実施
○窒素、リンともに浄化センター放流口上流の河川より

放流口付近の値が高く、管理運転で高濃度の窒素、リ
ンが放出されることを確認

○令和６年度からシミュレーション解析に着手

（３）調査研究の推進と科学的知見の集積・活用

桑名

鈴⿅

伊勢

⿃⽻

南部浄化センター 宮川浄化センター

令和４年度調査結果（抜粋）
PO4-P（リン酸態リン）のコンター図
（南部浄化センター 令和４年１１⽉２８⽇、宮川浄化センター 令和５年１⽉
１３⽇）★印は、放⽔⼝
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湾内の栄養塩類を豊かな生物生産に繋げていくため、
藻場、干潟、浅場の保全再生を関係機関の連携により推進

・定期的な藻場、干潟の分布状況調査
・「伊勢・三河湾海域干潟ビジョン」に基づいた

計画的な干潟再生
・砕石等を活用した干潟再生
・干潟・浅場の保全活動支援 など

アサリの生活史を考慮したハード整備とソフト対策

干潟造成

○松阪市地先における干潟・浅場造成
・R4アサリ稚貝の着底を促進する砕石を活用した

干潟・浅場造成に向けた調査・設計を実施。
・R5から造成工事に着手（～R7）。

（４）藻場、干潟及び浅場の保全・再生等の推進
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干潟保全活動（稚貝移植）

三重県「きれいで豊かな海」協議会（R4.9月～）

【構成員】
・環境生活部 大気・水環境課長
・農林水産部 水産振興課長
・農林水産部 水産基盤整備課長
・県土整備部 下水道経営課長
・県土整備部 下水道事業課長
・保健環境研究所 環境研究室長
・水産研究所 鈴鹿水産研究室長

【目的】
「きれいで豊かな海」の実現に向けた

・課題と対策の整理と今後の方向性の検討
・関係部局の連携、役割分担
・関係部局の各種事業計画及び取組の進捗管理
・栄養塩類管理運転や藻場干潟再生等の評価

伊勢湾再生推進会議（H19～）

【目的】
人と森・川・海の連携により健全で活力ある
伊勢湾を再生し、次世代に継承する

成果
の活用

情報共有

・環境活動の支援

・環境教育の推進

・企業行政との連携

・伊勢湾シミュ
レーターの開発

・栄養塩類管理運転
の効果予測と評価

・貧酸素水塊対策の
検討

活動WG 研究WG

【構成員】
中部地方整備局、流域圏の関係自治体
有識者、関係活動団体等

関係者との連携体制
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